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令和５年度(令和４年度実施事業分)主要事業評価シート

マイレポはんだ、陳情・要望、市⾧への手紙、住民要望、パブリックコメント手続等で寄せ
られた市政に対する市民の意見や要望などを把握し、関係課等への伝達及び進捗管
理を行う。

事業目的:
より良い市政運営を行うため、市民等から届く意見を関係課等へ伝達し、施策に反映さ
せること。

Ｐ
総合計画: 単位施策: 情報共有

総
合
計
画
と
の
関
係
性
と
予
算
根
拠

市民の意見を反映させた市政運営を行うことで、本市への愛着が醸成され、誰もが住み続けたいま
ちにつながる。

問題点・課
題等:

幅広い市民の声を市政へ反映させるため、広聴手法の充実を図る必要がある。

予算額 主要事業とする理由

目標値や目指すべき状態

高い ⑤成果向上の余地

⑥類似事業の有無

目
標
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目
（

予
算
計
上
時
に
作
成
）

全体事業期間: 全体事業費等:
会計 一般会計

得られる成果

事業内容:
マイレポはんだ、陳情・要望、市⾧への手紙、住民要望、パブリックコメント手続等の運用
を行うほか、新たに「市民討議会」の実施に向けた仕組みを構築する。

予
算
見
積
書
で
活
用市民の意見を市政に反映し、よりよい市政運営を行うことで、誰もが住み続けたいまちとしていくため。財源内訳

事業概要等

事業概要:

Ｄ 決算額 得られた成果

市民から届いた声を滞りなく各課へ伝達し、市政に意見が反映できるよう適正に運用している状態であること 。

評
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項
目
（
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算
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）

様々な広聴手段を活用し、市民の意見を市政に反映することができ、迅速に施策につなげることが
できている。

①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

④上位施策への貢献 ⑦コスト削減
余地

主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
で
活
用

拡充推進

既存の広聴制度に関しては、引き続き、意見・要望等を施策につなげる管理業務を適切に遂行す
る。さらに、新たな広聴手法として市民討議会を実施し、市民の市政への参加意識を醸成する。ま
た、インターネットを活用したアンケート調査であるeモニター制度を実施し、市政運営の参考資料とし
て活用するとともに、市民の市政への関心や理解を深める。

必要性 有効性

大きい

成果指標

市民から届いた声を滞りなく各課へ伝達し、市政に意見が反映できるよう適正に運用している状態であること 。

妥当

Ｃ
事業の

評価・課題

B
道路の維持管理などに関する住民要望制度については、進捗管理を適正に行い、スピード感をもっ
て多くの課題を解決することができており、要望者の期待に応えている状況である。また、「市⾧への
手紙」における提言は、全体の3割が子育て・教育に関することであり、市政運営の重点事項への市
民の関心度の高さを把握でき、担当部署において施策の改善を図るなど、市政運営に反映してい
る。さらに、新たな広聴事業として検討してきた市民討議会については、制度構築に向けて検討を進
め、討議会の運営方針を定めた。

効率性

今後の事業
の方向性
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理
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観点別評価
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②市民ニーズ


